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序

多賀城市は 、 史跡のまちづくりを推進し 、 文化財と市民との融

合・対話を実践していけるようにとの願いをもちながら日々それ

に邁進しているところであります。 近年においては 、 開発事業や

道路整備事業など住環境を充実させていくうえでの工事計画が市

内において多くなっており 、 それに伴い発掘調査の件数も増加し

ているのが現状です。 そのような状況の中で 、 市民共有の財産で

ある文化財をよりよく保護・活用していくためには 、 史跡の保存・

管理、 そして 、 発掘調査の実施を通じて 、 そのすべてをバランス

よく行っていくことが必要であると考えます。 また 、 そのことが

「史跡のまち」を作り上げていくことへの基本になると考えます。

さて 、 今回発掘調査が実施された市川橋遺跡樋ノロ地区につい

ても 、 道路整備事業の 一環である市道新田・高崎線樋の口橋架換

工事に伴うもので 、 平成 7 年に引き続き 2 ヵ年の継続事業として

実施されたものであります。 発見された遺構、 遺物には平安時代

頃の竪穴住居跡 、 溝跡などがあり 、 多賀城跡を取り巻く土地利用

を研究する上で貴重な資料となるものと思います。 最後に 、 本報

告書が文化財関係者のみならず 、 多少なりとも市民の皆様の文化

財に対する普及・啓蒙の 一助となれば幸いです。

平成 9 年 3 月

多賀城市教育委員会

教 育長 櫻 井 茂 男



言

本書は平成7·8年度に実施した市川橋遺跡第18次調査と第21次調査の成果をまとめたものである。

遺構番号は第 1次調査からの一連の番号である。

本書で使用した遺構の分類記号は次の通りである。

例

1. 

2. 

3. 
sx: その他SK: 土漿S I : 竪穴住居SE: 井戸SD: 溝SB: 掘立柱建物

調査区の実測基準線は「平面直角座標系X」 を使用し 、 原点X = -189635. 000、 Y = 14090. 000を通4. 

これと直交する東西方向の直線を東西基準線とした。 これら両基準る南北方向の直線を南北基準線 、

線の交点を原点0として調査区内に3mの方眼を組み 、 東西方向は原点から東をE 、 西をWとして原

El · E2 · E3 ·  · · 、 Wl ·W2 ·W3 · • · と表し

た。 南北方向は北をN 、 南を Sとして同様に表した。

挿固中の高さは標高値を示している。

士色は「新版標準土色帳J (小山 ・竹原： 1993)を参照した。

点から lm離れるごとにアラビア数字で、
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また第21

よりご教示

より 、

次調査で出土した石製品（丸鞘）の石材については、 蟹澤聰史氏（東北大学理学部教授）

いただいた。

南氏（国立歴史民俗博物館教授）第1 8次調査で出土した墨帯土器については平川

A区を伊藤 浩、 B区を高橋圭蔵•伊藤が協諮し 、 C区を商橋が行った。

遺物整理及ぴ実測図作成等の作業については、 柏倉霜代 、 陶山喜美栄 、 村上和恵、 大山真由美 、 赤

坂菜緒子 、 秋本佳代 、 太田久美十 、 管野礼子 、 細野志乃 、 渡邊奈緒の協力を得た。

本害の執箪は、．
．
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調査・整理に関する諸記録及び出土遺物は、 多賀城市教育委員会が一括して保管している。

本害と他の発表資料とで見解が異なる場合は、 本書の記述内容が優先するものである。

10. 

11. 



調在要項

1. 遺 跡 名：市川橋迫跡（遺跡番号18008)

2. 遺跡所在地：宮城県多賀城市高崎字樋ノロ地内

3. 調 査期間：第18次調査：平成7年6月19日"-'8月31日

：第21次調査：平成8年6月14日 "oJ 9月13日

4. 調 査面 積：第18次調査： 1,234nf (対象面積4,590rriり

第21次調査： l,230n:f (対象面積1,600rriり

5. 調査主体者：多賀城市教育委員会 教育長 櫻井茂男

6. 調査担当者：多賀城市埋蔵文化財調査センタ ー

第18次調査 所長 鳥山文夫

7. 調査参加者：

第21次調査 所長 木村忠雄

第18次調査 調査員 瀧口 卓 伊藤 浩

第21次調査 調査員 高橋圭蔵 伊藤 浩

第18次調査：赤井ひろこ 加藤昭一 菅野文夫 今野和子 笹井希美枝 佐々木欣哉 田中ミヨ

田中裕子 星 光治 星 秀雄 松岡美津枝 三浦あさ子 宮川ハルミ 山田吉之助

第21次調査：赤井ひろこ 赤間かつこ 浅野 真 阿部胞吉 阿部敏子 阿部美智子 安藤美喜子

内海義雄 遠藤一代 大河原政夫 太田拘郎 大山貞了• 小笠原マキ子 長田栄太郎

小野寺恵子 菅野恵子 熊谷あつ子 熊谷きみ江 熊谷サツキ 小松吉男 今野和子

後藤恵子 櫻井エイ子 櫻井くに子 佐々木欣也 佐々木軍治 下道博信 菅原吉明

鈴木寿二 高野敏子 武田みつ子 武田リキ 田中ミヨ 田中裕子 大道寺 勉

千葉享一 角田静子 橋本 務 早坂 剛 福永孝二 松岡美津枝 松本喜一

真野勝雄 宮川ハルミ 山田國子 山田弘子 渡辺幹子
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I . 市川橋遺跡の立地と環境

多賀城市は 、 宮城県のほぼ中央部に位置する仙台市の北東約10kmにある 。 市川橋遺跡は 、 多笠城市のほ

ぽ中央部に位置し 、 市の中央よりやや西側を南北に流れる砂押川によって形成された標高z.-...,3mの微高

地から低温地に立地している 。 本遺跡は北側で丘陵に接するように 、 東西1.4km 、 南北1.6kmに渡って広がっ

ている 。 今回調査を行った場所は市川橋遺跡の南端部にあたる。 この場所は砂押川から丘陵である高崎地

区に移行している低福地から微高地にかけてである 。 現在は水田として利用されているが 、 宅地化が急速

に進められている場所でもある 。

市川橋遺跡では 、 古墳時代から近世にかけての遺構・遺物がこれまでの調査で発見されている 。 （第3図）

特に平安時代を中心とする遺跡であることが知られており 、 市川字伏石地区や館前地区 、 鴻ノ池地区など

では道路や掘立柱建物 、 竪穴住居が 、 嵩平地区では水田が見つかっている 。

本遺跡の周辺には 、 特別史跡多竹城跡があり 、 多賀城の付属寺院である 多四城廃寺が東側の丘陵に所在

している 。 廃寺跡を取り巻くように高崎遺跡があり 、 西側の自然堤防上にある山王遺跡が本遺跡と接して

いる 。 本遺跡を含めたこれらの遺跡は 、 古代多咬城と関連のある遺跡として重要視されている 。

II • 調査に至る経緯

多賀城市では 、 近年本市自体の都市化や隣接する仙台市からの住宅需要の高まりによって 、 市街地の拡

大が急速に進んでいる 。 この傾向は 、 本市西部地区において顕著であり 、 本遺跡が所在する高崎地区でも

宅地 開発や幹線道路の整備など 、 新たな土地利用が徐々に進んでいる現状にある 。

さて 、 本調査については 、 市川橋遺跡の範囲の南東部に位置する高崎字樋ノロ地内における市道新田高

崎線樋の口橋架換工事計画がその契機になっており 、 多賀城市道路課と教育委員会が事前に協諮を行い 、

発掘調査を実施するに至ったものである 。 当該地は 、 主に水田として利用されており 、 隣接地においては 、

平成3年度の発掘調査（高崎迫跡第8次調査）で 、 掘立柱建物 、 溝 、 道路 、 水田等が発見されている 。 こ

のことから 、 遺構が当該地にも及んでいることがほぼ確実なものと判断され 、 平成7年度より2ヵ年計画

で発掘調査を行うこととした。 平成7年

6 月 から8月 にかけて行った初年度の第

18次調査では 、 A地区とした調査区西側

の平坦面を調査し 、 調査区中央部のB地

区においても遺構確認調査を行い 、 それ

ぞれにおいて遺構が存在することを確認

した 。 調査 2 年目にあたる今年度の第21

次調査は 、 B地区と市道に面し丘陵部で

ある調査区東側のC地区の事前調査を実

施したものである 。

ー



田． 調在方法と経過

市川橋遺跡第18次調査は、 平成7年6月19日より開始された。 遺構の確認を行うため 8本のトレンチを

設定した。 そ の結果、 第 1 . 第 8 トレンチでは遺構を発見できず平面図· 断面図作成後直ちに埋め 戻した。

第2,....,第 7トレンチでは地山面で溝や土塙を確認できたので同様の図面を作成し、 第2,....,第4トレンチに

再 度重機を導入して、 遺構を確認した範囲に限定して地山面までの表土・堆和層を除去した。 この調査区

をA区として、 7 月 21日より排水溝を掘り、 遺構検出を始め た。 各トレンチの図面作成を終えた後、 A区

と並行して第5,.....,第 7トレンチの範囲をB区とし、 7月25日に重機を入れて西側半分についてのみ表土剥

ぎを行い、 7月26日からは遺構の検出作業に入った。 A区においては地山面で井 戸1 基、 溝多数を発見し、

7 月 31 日から掘り下げを開始した。 掘り終えた遺構から写真撮影を行い、 図面を作成した。 8 月 23日に遺

構の掘り下げを全て終了し、 A区の全景写真を撮影した。 8 月 29日に重機による埋め 戻しを行いA区の調

査を完了した。 8月22日には、 体験学習ということで多賀城市立八幡小学校6年生の児童二十数名が発掘

作業を行った。 8月24日より中断していたB区西側の調査を再開した。 B区西側の西端と東端にはL -III 

層が広がっており、 このL-III層に挟まれる地山面で土壌5基と溝多数を発見した。 掘り終えた遺構から

図面を作成した。 8 月 31日に今年度の発掘調査を終了した。

第21次調査は、 平成8年6 月 14日に開始さ れた。 プレハブ周辺の草刈りなどの環境整備を行った後、 B

区西側半分については、 昨年度に表土剥ぎを終えていたので、 6月19日から遺構検出に取りかかった。 6

月 27日、 遺構を検出した状況で調査区西側の全景写真を撮り、 平面固を作成しながら遺構の掘り下げを始

め た。 遺構のほとんどが溝で、 厚さ5cm前後の埋土しか残っていないほど残存状態が悪く、 遺物も小破片

が数点出土する程度だった。 7月31日、 迫構の掘り下げもほぽ完了し、 調査区西側の全最写真を撮影した。

また、 調査地域の中で東端にあたる部分をC区として調奎を行った。 7月17日より重機による表土剥ぎを

行ったが、 調査区内については、 全面に約l.Sm,....,l.7mほど盛土がありそ れを除去することで、 地山面を

確認した。 7 月 25日より遣構検出作業に入り、 遺構として掘立柱建物跡1棟を検出した。 そ の後、 柱穴の

断ち割りを行い、 図面作成に入った。 柱穴を完掘後、 全景写真撮影を行い7月31日に調査を完了した。 調

査完了後、 工事及び安全面等を考慮して、 8 月 5日より重機による埋め 戻しを行った。 8 月 2日、 B区西

側では残った断面図• 平面図の作成と並行して、 作業員による追構の埋め 戻しを行う。 8月 6 日から9日

にかけて、 重機をもちいてB区東側のめ くり返しを行い、 8 月 9 日から遺構検出を並行して行う。 B区東

側も西端と東端にL-III層が広がっており、 両側のL -III層に挟まれた地山面に遺構を確認することがで

きた。 8月12日から1 6日の間、 発掘作業はお盆休みに入る。 8月19日より発掘作業を再開したが、 お盆休

み中に調査区周辺の水田に水が張られ、 そ の影響で調査区の大半が水没してしまい、 常時ポンプを稼働さ

せて発掘を進め た。 まず、 L-III陪を掘り込んでいるS D-6 4 1 を完掘してから、 L-III層の除去に取りか

かった。 そ れと並行して、 地山面の遺構の掘り下げを行い平面図を作成した。 9月2日、 調査区北壁の一

部を拡張して竪穴住居S I -752 の全体を確認し、 5日から十字ベルトを設定して掘り下げた。 9月13日、

数名の作業員に残った遺構の掘り下げや図面の作成を行ってもらいながら、 これと並行して器材の搬出を

行った。 また、 プラントオパール用土壌サン プリングを行い全ての調査を終了した。
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N. 調 在 成 果

1 . 基本層序

L-I 恩：表土 、 及び 、 現代の水田床土である。 厚さ10"'20cmで、 調査区全体に広がる。 酸化鉄が多く含ま

れている。

L-II層：にぶい黄褐色 (lOY R 4/ 8) から黒褐色 (10YR3/1) のシルト質土で 、 少址ではあるが10世

紀前半に降下した灰白色火山灰を斑状に含んでいる。 厚さ 5 "'10cmで 、 A区では調査区のほぼ全

体に広がり 、 迫構を直接覆っている。 B区では 、 調査区の南東部分でごく薄く確認できるだけで

ある。

L —皿層：褐灰色 (lOY R 4 / 1) の粘笠土で粘性が強い。 A区および B区で確認された厚さは10"'20cm程で

ある。 L-II層によって直接覆われている。

2. A地区

A区で発見した遺構には 、 溝 3 条、 小 溝16条 、 井戸 1 基がある。 ここでは 、 主な遺構と出土迫物につい

ての説明を行い 、 その後に堆梢層出土の遺物について記述していく。

(1)溝

1. S D-631 

調査区中央部で発見した東西溝でL-ill層を掘り込んでいる。 西で北に約5度傾く。 S E -63-1 と重複し

ており 、 これよりも古い。 東西両端とも調査区外に廷びており 、 確認できた長さは約22mである。 規模は、

上幅3.4-4.35m 、 底面幅l.15-l.3m 、 深さ53-71cmである。 断面の形状は 、 底面から緩やかに立ち上が

るが 、 南壁には段がつく。 底面の両壁ぎわでは 、 杭跡を検出した 。 北側で15基 、 南側で16基を数える。 杭

跡の直径は約10cm、 杭の間隔は狭い所で50-60cm、 広い所では120-140cmあり 、 等間隔に並んでいる。 溝

の壁が砂層のため発掘している最中でも崩れてくることがあり 、 土留めに利用していたと考える。 埋土に

ついてみると 、 第6層には炭化物が多く含まれ 、 第12層には木屑が含まれていた 。 壁ぎわの埋土に地山プ

ロックが入っていることを除けば、 ほかの恩に混入物は見当たらない。

遺物は 、 土師器杯• 大型甕• 小型甕 、 須恵器杯・甕が出土した 。 第 11図5は須恵器杯で、 体部外面に墨

書 「市」が書かれている。 底部は回転ヘラ切りで切り離されており 、 胎土中に海綿骨針を少量含んでいる。

第 11囮6 、 9 、 10は土師器小型甕である。 口径と器高はほとんど同じで 、 体部上半部に最大径がくる。 体

部の調整は摩耗が激しく判りにくい。 ロクロを使用せずに作られており 、 底部には木葉痕が観察できる。

また 、 胎土中に多くの海綿骨針が含まれている。 6の小型甕には頸部から体部にかけて工具痕を観察する

ことができる。 第 11図 7 は土師器大型甕の口縁部から体部にかけての資料である。 口径が器高より小さく 、

かつ最大径が口縁にあり長胴形をなしている。 頸部は 「く」の字形に鋭く外反する。 自然遺物ではクルミ

が出土している。

2. S D-632 

調査区南西部で発見した南北溝で 、 L ー 皿層を掘り込んでいる。 北で西に約4 度傾く 。 小溝群と重複し

ており 、 これらよりも新しい。 溝の南端は第 4 トレンチによって壊されており 、 調査区の外に延ぴている
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第 5 図 S D-631 断面図
l m 

I I I I I I I 
かは不明である。 確認できた長 さ は9 . 9mである 。 規模は 、 上幅60-125cm、 底面幅45,-...,1oscm、 深 さ は 8 ......,

9 cmである 。 断面は 、 やや凹凸がみ られる底面か ら緩やかに立ち上がっている 。 埋士は 2 府 に分 け られ、

下層には灰白色火山灰がプ ロ ッ ク状に含まれていた。

遺物には、 土師器杯 ・ 甕がある。 第11図11は土師器杯で 、 内面は横方向にヘラ ミ ガキが施され、 体部下

半部から底部にかけて回転ヘ ラ ケ ズ リ されている 。 自 然遺物では草食動物の歯が出土している 。

3 .  S D -633 

調査区西部で発見した南北溝で 、 L - ill 層 か ら 掘 り 込んでいる 。 小溝群 と重複してお り 、 こ れ ら よ り も

新しい。 本溝は、 大 き く 湾曲 している 。 規模は 、 長 さ 約5.2m 、 上幅50......,120cm、 底面幅40......,90cm、 深さ 5 ,.._, 

20cmである 。 断面の形状は 、 凹凸に と む底面から緩やかに立ち上が っ て い る 。 埋土は、 3 層に分ける こ と

ができ 、 第 1 層には灰白色火山灰がブ ロ ッ ク 状に含まれていた。

遺物は 、 須恵器の体部破片 、 円盤状製品 （第11図12) が第 1 層 か ら 出 土 し た。

1-L =2 ,200m _f
' 

← L =2,200m 
C

T 

SD-632 I展

11 
SD-633 国

3 

I I I I I I 
50cm 

特 徴
灰白色火山灰 プロ ッ ク を含む
地山の砂を少し含む
地山の砂を多 く 含む

第 6 図 S D - 6 3 2 · 6 3 3 断 面 図

(2) 小 溝
調査区西部の地山面で16条の小溝を検出 し た。 東西小溝が10条 、 南北小溝は 6 条 あ り 、 両方向の小溝は

ほぽ直交する よ う に走 っ て い る 。 S D - 632 · 633 と 重複 し て お り 、 こ れ ら よ り も古い。 小溝同士の切 り 合

いは確認で きなかった。 規模は 、 上幅20-60cm、 底面幅15-SOcm、 深 さ 1 "'10cmである。 小溝間の間隔は 、

東西溝で約65-75cm、 南北溝で約SS-65cm と 比較的等間隔に並んでいる 。 断面の形状は、 やや凹凸のある

底面から緩やかに立ち上がる皿状をしている 。 遺物は出土 していない。
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層位 色 調 土 質 特
I 黒褐色 C l OYR3/l) 粘質土 地山の砂 を斑状に含む
2 黒褐色 ( I OYR3/ I)  粘質土 地山の砂 を斑状に含む

褐灰色 ( I OYR4/1) 粘質土 地山の土を含む
4 黒褐色 C l OYR3/l) 粘質土 地山の砂を斑状に含む

黒褐色 C l OYR3/ l )  粘質土 地山の砂 を斑状に含む

第 7 図 小 溝 群 断 面 図

(3) 井 戸

S E -634 

調査 区西壁で発見した井戸で、 地山面から掘り込んでいた 。 S D -631 と 重複しており 、 これよりも新し

い 。 西半部 は調査区外にあるため明確ではないが 、 平面形 は楕円形になると思われる 。 規模は径約2 . Sm 、

深さ 1 -1 . 2m である 。 断面の形状は 、 ほぼ平坦な底面より急に立ち上がり逆台形をなすが 、 上面付近では

大きく 開 く 。 埋土は 、 地山の砂や粘質黒色土がプ ロ ック状に混入する粘質土層 （第 1 · 2 層）と 、 プ ロ ッ

クを含まない粘質土阿 （第 3 "' 5 層）、 砂 層 （第 6 - 8 層）に分けることができ 、 第 1 · 2恩は人為的に埋

め戻された 様 相 を示 している 。 遺物 は 出 土 し ていない。

0 O ' 
I L =2.000m I 

I II II I 

第 8 図 S E - 6 3 4 断 面 図

(4) 遺構以外 か ら 出 土 した遺物

A区の堆積層からは 、 土師器杯 • 高台杯• 小型甕 ． 壺、 須恵器杯 ・壺・甕 、 中世陶器が出土している 。

そのうち図化 できたもの は 4 点 （第11固 1 · 2 · 3 · 4 ) である。 第11図2 · 3は L - II 層出土の須恵器

杯の底部破片で、 前者 は回転糸切りによって 、 後者は回転ヘラ切りによって切り離されている 。 両杯とも

底部にヘラ描き 「一」 がされている 。

， 



3 .  第 1 ト レ ンチ （第9 図）
W - 27 W-24 W-21 

l ぅA' I

調査対象 地の西端に長 さ10.4m、 幅3.2m で設定 した。本トレ

ン チ では遺構は発見でき なかった。

遺物は、 土師 器杯 、 須恵 器 壺 が出土して いる。 第11 図1 3 は須

恵 器壺 の口 縁 部破片賓料 で、 内面 と口 縁 部先端に 自 然釉 が残っ S ー百

てお り、 外面に は釉 が剥離 した痕 跡を観察 するこ と ができ る。 A 

S-30 

忙

層n :;�±I: !�f Eiiif:: :t 
2
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第 1 ト レ ンチ 平 面 図 断 面 図
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4 .  第 8 ト レ ンチ （第10囮）

調査対象 地の東端に長さ20m、 幅2 .3m で設定した。

このト レンチ で遺構は発見でき なかっ た。 地山面 で

の標高 は約2.3mで、 A 区よ りも40cm 程高 く なって い

る。 土層堆積 もA · B区 と は異 なってお り、 低湿 地

から微高 地に変わっ たこと がわ かる。 遺物は出土し

なかった。

E-120 
N-91 + A ' + 

N-79 A'-. 

(l) E-1
11 N

ー 贔
―
:,'"

N-85+ 

＋
 

＋ 

＋
 

゜ 5
 

10m 
N-76 + + 

庖tl,1�;?;ば7門闊�1:i:�1�1占;�t:;, レ{;��閃i:

2
 

盛土 2
 

第 8トレ ンチ 平 面 図 断 面 図
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第 1 1 図
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戸」 ;t, ゜ 5 10cm 

A 地 区 出 土 遺 物
単位 ： cm ( ) は推定ぼ

ぬ 積 類 遺 構 層位 衿 徴 備 号 ロ 径 底 径 器 高 l! 録池 図版ぬ

I I: 師 器 ・ 杯 A 区 L - D  （外） 下持ちヘラケズリ （内） ヘラ ミガキ. m色処莉 6.0 R -2� （底） 回転糸切り ． 撫調霰

2 須 恵 器 ・ 杯 A 区 L - D （外 • 内） ロ ク ロ ナデ （底） 阿転糸切り ． ヘラ描き (6.0) R - 25 
3 須 恵 笞 ． 杯 A 区 L - D （外 • 内） ロ ク 0 ナ デ （底） 同転ヘラ切り ． ヘラ描さ 大ダスキ項 R·:!3 
1 須 恵 器 ・ 史 A 区 L - U （外 • 内） ロ ク ロ ナデ R-22 

5 須 恵 器 ・ 杯 S 0·631 a - 1 （外） ロ ク ロナデ． 県iり [ffiJ (内） 0 ク ロナデ （底} Jnl転ヘラ切り 褐饒付針 13.7 7.0 4.0 R- 3 6-4 
6 i: 師 器 • 小咆甕 S D- 631 e - 2 （外） ヨ コナデ．

ハケ メ （内） ヨ コナデ ヘラナデ （木薬杖） 葎続竹rt (12.4) (7.8) R-19 
7 i· 師 器 ・ 甕 S D- I沼I e - 3 （外） ナデ？ーヨコナデ （内l ヘラナデー ヨ コ ナ デ 22 9 R- 1 6- 1  
8 須 恵 沿 ． 杯 S D- 631 e - 3 （外 ・ 内） ロ ク ロナデ （底） liiJ転ヘラ切 り ？ 一手持ちヘラケズリ 9.8 R- 29 6-8 

， I: 師 器 ・ 小咽 甕 S D-631 e - 3  （外） ヨ コナデ． ナデッケ . 1: 具祖あり （内l ヨ コナデ． ヘラナデ 藩饒骨針 12.1 7.9 12.6 R-2 6-2 (r/'i.) 木葉I[{

10 i: 師 器 ・ 小型 甕 S D - 631 e - 3  （外） 9ヽケ メ ー ヨ コ ナデ ・ 予持ちヘラケズリ 葎舅骨計 (13A) R-31 （内） ヘラナデー ヨ ::, ナデ

II 」: ll'i 器 ・ 杯 S D知2 e - 1 （外） 0 ク ロ ナ デ. w部r't--底郎： 阿伝ヘラケズリ 14.0 (6 .4) 5.9 R-20 （内） ヘラミガキー Ill色処理
12 円 盤 形 士 製 品 S D-633 � - 1 （外） 平行叩 き 目 ， 須恵器甕を転用

13 須 恵 器 ・ 冠 喜I ト レンf し ー 1 （外 • 内） ロ ク ロナデ . o 然釉が残る (8.8) 
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5 .  B地区

B区で発見した迫構には 、 竪穴住居 1 棟 、 滞57条 、 土堀10基 、 ヒ°ッ ト 2 基がある。 ここでは主な迫構の

説明を行 う こ とにして 、 その後で 、 堆積土出土の遺物について記述する。 記述できなった遺構については

一覧表の形式でその概要を掲載しておいた 。

(1) 竪穴住居

S I -752 

調査区南端の地山面で検出した 。 平面形は束西に長 い隅丸長 方形 で 、 長辺約3.0m 、 短辺約2.3m 、 壁高

は北西壁で約10cmである。 住居の方向は北西壁についてみれば 、 北で東に約35度傾いている 。 S D -640 · 

751 と 重複し 、 これらより も 古 い。 住居の残存状況は悪く 、 住居の北西部にのみ埋士が残っており 、 南東部

では貼床が謡出していた 。 カ マ ド と 主柱穴 を発見す ることはできず、 住居内施設として土 域 1 基 を住居の

南西隅において発 見した。 平面形は杓円形をしている 。 規模は 、 長軸約l . l m 、 短軸約0 . 82m 、 深さ10---15cm 

であ る 。

遺物は 、 竪穴住居からは土師器杯 · 甕 、 須恵器杯が 、 土堀からは 士師器甕が出土 した 。Cl) I E - 62 I E-65 

N-65 

゜ 1 m  

＼ 
I I II I I I 

C C ' 
1-L =2.300m → 

ペル ト
ヽ

B
T
 

B ← L =2 . 400m 

第13図 竪穴住居( S I -752)平面 • 断面図
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(2) 溝
1 .  S D -640 

調査区中央 の地山 面で検 出した。 この溝は西 にふ くらん で弧 を描 く よ う に南 北 方向に走っ ている。 溝の

東端 は調査区外に延び ているた め 、 検 出できた長 さ は約35mである。 規模に ついては上幅35,..._,70cm 、 底 面

幅20,..._,4 0cm で、 深 さ は5 ,..._,12cm に なる。 S D - 64 1 · 704 · 723 · 729 · 751 · 766、 S K-64 3 · S I -752 と

重複 し、 S D -64 1 · S K-6 4 3 よ り古 く、 これら以外よ りも新しい。 断面は、 や や凹凸 のある底 面から緩

や かに 立ち上が る。 埋土に は、 褐灰色 の粘質 土に灰白 色火山灰 のブ ロ ッ ク が含 ま れている。

遺物に は、 土師 器 杯 ・ 甕、 須恵 器杯、 平瓦、 丸瓦 、 鉄滓が ある。 小破片 で図示 できなかっ た が 、 凸 面を

ロ ク ロ ナ デ した第 II 類 （註 1 )の丸瓦 も 出土している。

2 .  S D -641 

調査区の北 部で地山 面と第m爵 を掘り込 ん でいる東 西滞 である。 本溝の東半 部は、 東 で北 に 約 4 0度折 れ

曲 が り、 調査区外に延び ている。 検 出した長 さ は約 2 7 .2m である。 規模 は、 上幅55,..._,65c m 、 底 面幅32,..._,45cm、

深 さ2 5,..._,40c m である。 S D -64 0 · 729 · 751 、 S K-643、 S X-693 と重複 しており、 S K-643よ りも古

く 、 これ以外よ りも 新 しい。 S K-64 2 とも 重複 してい るが 、 新旧関係 は不明 である。 断面は、 平坦 な底 面

から垂 直に立 ち上 が り、 「U 」 字形 をしている。 埋土は3層に分 け るこ と が でき、 下府に なるほど炭化 物粒

が 多く 含ま れている。 プ ロ ッ ク 状 の土が混入 していないこ とから、 自 然堆積 した と 考 える。

迫物に は、 士 師 器 杯 ・ 甕 、 須恵 器杯、 赤焼 き土器杯、 羽 口 片 、 鉄滓が 、 自 然 遺物に は、 モモ の種子が ある。

3 .  S D -698 

調査区中 央 部の地山 面で検 出した南北溝 であ る 。 S D -640 と 並行する よ う に 、 南 から東へ西にふく らむ

弧 を描 いて走っ ている。 溝の北端 は調査区外に延び ているた め 、 検 出できた長 さ は約2 2 .S m である。 規模

は、 上幅 約70cm 、 底 面幅 約65cm 、 深 さ 約 2,..._,10cm である。 S D -699 · 703 · 704 · 719 · 723 · 727 · 728、 S

K-64 2 と重複 しており、 S D -719よ りも 古 く 、 こ れら以外よ りも新 しい。 断面は、 平坦 な底 面よ り緩 や

かに 立ち上が り、 浅 い皿状 をしている。 埋土は1 屈 で、 黒色粘質土に灰白色火山灰 が プ ロ ッ ク 状に含ま れ

ている。

遺物に は、 底 部が回転糸切 り調製 を行っ た土師 器杯 ・ 甕、 須恵 器杯 ・ 甕が ある。

D D' E E ' F F '  
f- L·=2 .SOOm -I ←  L=2.S00m --I ト L =2 . 500m -I 

瓢 髯 鬱冒
第14図 S D - 640断面図 第15図 S D-641断面図

4 .  S D -703 

第16図 S D - 698断面図

SD-641 

調査区中央 部で地山 を掘り込 ん でいる東 西 溝で、 東 で北に 約40度傾く 。 本溝は、 S D-704 に よ っ て大 部

分が破壊 さ れているた め本来 の規模 は不明 であるが 、 検 出した長 さ は約4 .Sm、 上幅35"-SOcm 、 底 面幅 は10"-

15cm 、 深 さ 約 16c m である。 S D-704 と 重複 しており、 こ れよ りも 古 い。 断面は、 平坦 な底 面から急に 立ち

上 が り、 逆台形 をしている。 S D-704に壊 さ れて残っ た 埋土は1 層で、 黒褐色 の粘質砂が堆積 し ている。

遺 物は出土していない。
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S D -704 

調査区中央 部の地山面で 検出 し た東西 溝で 、 東で北 に約4 0 度傾 く。 本 溝の両端部はL-ill層が広がっ て

いる 。 検出 した長 さ は約12m、 上幅55""1 20cm、 底 面幅30,....,50cm、 深 さ10-30cmで ある 。 S D -640 · 698 · 

703 · 723 • 727 · 729 · 732 · 751 · 768 と重複 しており、 S D-64 0 · 698 より古 く 、 こ れら以外よりも新 しい。

断面は、 や や平坦 な底 面から緩 や かに立ち上 がり、 開い た逆台形 をし てい る 。 埋 土 は褐灰色粘質土で 2 層

に分け られ、 下層は地山 の砂プ ロ ッ ク が混 入し て、 人為的堆積 の様相 を示 し ている 。

5 .  

円盤 状土製品 がある 。 第30図1 1 は須恵 器杯で底 部に 「十」 が遺物 には、 土師 器杯 ・ 甕、 須恵 器 杯 ・ 甕、

ロ 縁 に横ナデ調整 を行い 、 外 面に4 つ の段 を作·ヘ ラ描 きさ れている 。 第30 図 9 は土師 器甕 の口 縁 部片で、

，
 GT ,

 

り出 している。

f-L =2.500m rMl地山プロ ッ9を含？

SO(cm) 

- 7 0 4 断 面 図

色 調
黒褐色(IOYR3/1

SD-703 t!} 

冒 戸
第17図 S D - 7 0 3 と S D 

SD-704 

S D -710 

調査区南 部の地山面で 検出 し た東西 溝で 、 東で北 に約 5 度傾 く。 溝の東端はL -fil層、 S D-74 9 によ っ

て壊 さ れてい る ため 検出 で きた長 さ は約5.Sm、 上幅40......,80cm 、 底 面幅25......,SOcm、 深 さ 5 "-' 13cmで ある 。 S

6 .  

こ れ よ りも占い。 断面は、 凹凸の ある底 面から緩や かに立ち上 がる 。D -74 9 と重複 して おり、

追物 には、 土師 器甕、 須 恵 器 杯 ・ 壺 、 羽 口 、 鉄滓 がある 。 第30 図1 4 は須恵 器杯 の口 縁 部破片で ある が、

こ の段 が口 縁先端部の厚みが体 部よりも半分ほ どになり段 が付い ている ように見え る。 小破片 のため に、

部を一周 してい る ものなのか、 そ れとも製作過 程で こ の部分にだけ段 のよ う に付 いてしまっ たものか判 断

（第30 図 3)。同様の遺物 が出土しているL- I 層からも小破片で はある が、で きない。

S D -723 

調査区中央 の地山 面で 検出 し た南北 溝で 、 北で 西 に約35 度傾 く。 溝の北端は調査区外に延び 、 南端はL

m層に壊 さ れてい る ため 、 検出 で きたのは長 さ 約22.7m 、 上幅45-S Scm、 底 面幅20-30cm、 深 さ10-30cm

で ある 。 S D-64 0 · 698 · 699 · 704 · 717 · 718 · 71 9 · 725 · 728 · 729 · 751 と重複 し ており、 い ずれよりも

古い。 断面は、 平坦 な底 面より急 に内反 して立ち上 がり、 「 U」 字形 をしてい る 。 迫物 には、 土師 器 片 があ

る 。

7 .  

S D -729 

調査区中央 の地山面で 検出 した。 S D -640 と同様に西 にふ く らみ弧 を描く よう に南 から東 に走っ ている 。

溝の南端はS D -704 によ っ て壊 さ れており、 検出で き た規模 は、 長 さ 約27.7m 、 上幅60-75cm、 底 面幅 4 5 ,.._,

8 .  

s

 
D -723 よりも新 し く、 こ れ以外の遺棉 よ りも古い。 断 面は、 ほ ぽ平坦 な底 面よ り緩 や かに立 ち上 がり皿状

をし てい る 。 遺物 には、 土師 器甕 ・ 須恵 器杯 がある 。

S X -693 と重複 し ており、S K-64 3、55cm、 深 さ 3"'15cmで ある。 S D -64 0 · 64 1 · 704 · 723 · 751 、

S 0 -736 

調査区東端の地山 面で 検出 した南北 溝で ある 。 方向 は、 北で西 に約25 度傾 き、 南端は 「 L」 字 状 に90 度

16 

9 .  



0 SO(cm) 

L I I I I I 

k言疇ト L =2 .500m -I so-110 l!I 黒黒渇渇岱!m!如: I 鮎点�d i悶需覧『��叶 I 
so一123 � 黒褐色 (10YR3 )) 

麟譴ニニ旦 麟
東 に折 れて いる。 溝の両端は調査区外 に延びて おり 、 検出 できた規模は、 長 さ約11 .7111 、 _ I::幅 約40cm、 底

’
 J

T
 

f-L =2.400m 

第20図

，
 ー

4

第19図

，
 H

T ,
 

�L =2 .400m 

こ れらより も 新 しい。 断面は 、 や や平

しまり の悪 い褐灰色 の粘 土竹 土が自 然

S D-742 · 749 と重複 して おり 、

坦 な底面 より 急 に立ち 上 がり 、 逆台形 をして いる。 埋土は 1 層で、

堆租 して いる。 遺物には、 土師 器 杯 ・ 甕 、 須恵 器 杯が ある。

面幅15"-'20cm、 深 さ10cm である。

S D -742 

調査区北 東 の地山 面 で検出 した南北 溝で、 両端は L -ill層に覆わ れて いる。 方向は 、 北 で東 に約15 度傾

く。 溝の東端は調査区外に延び 、 西端は第 6トレンチ によっ て 壊 されて いたため 、 わ ずかの底面 部分しか

検出できなかっ た。 検出 できた規模は 、 長 さ約 1 4 .6m 、 上幅0.5......,l .5m 、 底面幅20-40cm、 深 さ25......,30cm

で、 東端部へ いく ほど上幅 が広がっ て いく 。 S D-741 · 772 と重複し、 S D-741 より も 新 しい。 S D-772 

との新旧 関係は把握 できなかっ た。 断面は、 平坦 な底面 から緩 や かに立ち上 がるが、 半分ほどのとこ ろ で

屈 曲 して 垂 直になり 、 椀状 をして いる 。 埋土につ いて は 、 地山面 で 検出 した部分では、 褐灰色 の砂質土と

10. 

L -ill層下 で検出 した部分は黒褐色 の粘質土が堆和 して おり 、 粘性 の粘質 シルト の2 恩 に分けら れるが、

強 い埋士 に変化 して いる。 出土遺物は ない。

S D -751 1 1 .  

調査区中央 部の地山 面 で検出 した溝で、 S D-640 と同様 に南 から 東へ弧 を描 くよう に走 っ て いる。 規模

S D  -640 • 641 · 704 · 723 · 729 · 

こ れら より も 新 しい。 断面は、 平坦

は 、 長 さ約31 .Sm 、 上幅 約50cm 、 底面幅20,.._,30cm、 深 さ約10cm である。

S D -640 · 641 · 704 より も 古 く 、S I -752 と重複関係 をも ち 、766、

な底面 から緩 や かに立ち上 がり 、 逆台形 をして いな 埋土は 1 層で、 褐灰色 の粘質土が堆積 して いる。 遺

物には 、 土師 器甕 ・ 須恵 器 杯、 鉄滓 がある。

L L
' 
M I- L =2 .400m � ト L =2 ,400m

0 SO(cm) 

I I I I I J 

園

2

1

 

4

5

 

7

7

 

―

―

 

D

D

 

s

s

 

，
 M

T
 

I白色粒子 ・：山プ誓 ッ ク を含む髯色 調
褐灰色(IOYR4/l)第23図第22図

(3) 壊土

S K -642 1 . 

調査区 の北 東端で地山面 を掘り 込 ん でいる。 平面形は楕円 形 をして おり 、 長径1 .8m以上、 短径1 .53m、

こ れらより 新 しい。

S D-641 とも 重複 して いるが、 新旧関係は不明 である。 断面は、 や や平坦 な底面よ り 緩 や かに内反 して 立

S D-722 と重複 して おり 、S D-721 、S D-71 5、S D-698、深 さ約 50cm になる。
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ち上がる。 埋土は3層 に大別でき 、 最 下層は若干黒褐色粘土と地山の砂が入り混じった層をしているが 、

いずれも自然堆積と考える。 迫物には 、 土師器杯がある 。

2 .  S K -694 

調査区南西端の地山面で検出した。 平面形は歪んだ円形をしており 、 半径2 . 25 m 、 深さ約75cmである 。

S D -701 · 702 · 731と重複しており 、 こ れらよりも新しい。 断面は 、 ほぽ平坦な底面より 急に立ち上がり

逆台形をしているが 、 途中から緩やか に開いていく 。 埋土は 2 庖で 、 上恩は褐灰色の粘土質土に地山の士

が プ ロ ック状 に入り 、 人為的埋土の様相を示す。 遺物には中世 陶器甕がある 。

3 .  S K -760 

調査区南東端で L - ID 阿 下の地山面で検出した。 土域の南端は調査区外に広がっている。 平面形は楕円

形をしていると思わ れ、 長 軸3 . 4m以上 、 短軸約2 . 7m 、 深さ約25cmである 。 断面は 、 平坦な底 面から緩や

か に 立 ち 上がり 、 Jill状をしている 。 遺物には 、 土師器甕がある 。

(4) その他

1 .  S X -697 

調査区南端の地山面で検出し た。 調査区外 に延びているため 、 遺構全体の確認はできていない。 検出し

た限りでは 、 歪んだ隅丸長方形をしている 。 確認した規模は 、 長さ約1.62m 、 上幅約85cm、 底面幅約50cm、

深さ約 5cmである 。 S D -767と重複し 、 これよりも新しい 。 断面は 、 凹凸のある底面より急に立 ち上がり 、

浅い皿状をしている 。 埋土は 1層で 、 黒褐色粘質土に灰白色火山灰が ブ ロ ック状に混入している。 出土遺

物はない 。

2 .  S X -709 

調査区南部の地山面で検出した。 不定形な平面形 をしている 。 規模は 、 長軸約4 . 3m 、 短軸約3.5m 、 深

さ10,....,14cmである 。 S D - 708と重複しており 、 これよりも新しい 。 断面は 、 平坦面のない凹凸の激しい底

面から急に立 ち上がっている。 埋土は 、 黄橙色の地山の士を プ ロ ック状に含んでおり 、 人為的に埋め戻さ

れた様相を示している 。 遣物には 、 土師器壺 · 甕 、 須恵器杯がある 。

N N
' 

← -L=2 .400m -
;L2_ -― L =2 .400m 

O ' 
· •  p 

1---L =2 .800m 
� 

P
' 

---1 

5

 

4

5

 

1 一R '
第24図 S K-642断面図

S 0-767 

第27屈 SH97'SO·J671liiii國

゜ 1 (m) 

第28図 S K -709断面図

SK-760 
Sl(-642 
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(5) 遺構以外か ら 出 土 した遺物
L - I 層

表土及び L - 1 層から出土 した遺物に は、 土師 器杯 ・ 高台付杯 ・ 甕 、 須恵 器杯 ・ 甕 • 燕、 中世陶 器 、 円

盤 状土製品 、 土製品 （人形） 、 羽 口 、 鉄滓、 草食動 物の歯 がある 。 第29 図 2 は須恵 器杯 の底 部破片賓料で、

体 部下端から底 部周辺にかけて回転ヘ ラ ケ ズ リ を施して おり、 底 部の切 り離 しは静止糸切 りで ある 。 第29

囮 1 は土師 器 杯 の口 縁 部資料で、 内外面ともヘ ラ ミ ガキ • 黒色処理 を行 っ て いる 。 士 師 器 甕 の底 部破片 は、

底 部に木葉痕 が残っ て いる ことから、 非 ロ ク ロ 使 用で ある ことがわ かる 。 第29 図4 の円盤状土製品 は須恵

器 甕 の体 部を転 用し たもので 、 外 面に は平行叩 き目 がある 。 また内 面の半分ほどの範囲に わ たって光沢 が

つ き、 薄黒色 に変色 して いる のを観察で きる 。 転 用硯 と して使 用 さ れて いた可能性 がある 。

L - m層

L-lli層から出土した遺物に は、 土師 器杯 ・ 甕 ・ 甑、 須恵 器杯 • 高台付杯 ・ 壺 · 甕 ． 蓋、 瓦、 円盤状土

製 品 、 土製品 （錘） 、 石製品 （丸鞘） 、 縄文土器 、 鉄滓、 雲母 、 草食動 物の歯 がある 。 第29図23 は石製丸鞘

の破片資料で ある 。 石材は暗赤褐色 の碧玉で 、 少し濁 っ た乳 白 色 の玉髄 が混 じ っ て いる 。 第29図13 は須恵

器 杯 の底 部破片資料で、 手持 ちヘ ラケ ズ リ を底 面全 面に施 して あり、 切 り離 しは不明 で ある 。 第29 図14 は

高台付杯 の底 部破片資料で、 体 部下端は回転ヘ ラケズ リ が施 されて いる。 杯 部と 高台 部の接合 面となる底

部周辺に 、 深 さ 約 1 mm程 の2 条 の接合沈線 を観察 する ことがで きる 。

この他 遺構検 出作 業中 に、 土師 器 杯 ・ 鉢 ・ 甕 • 高杯、 須恵 器 杯 ・ 壺 ・ 甕 、 羽 口 、 鉄滓、 草食動 物の歯 が

出土した。 第30図 2 は土師 器甕 の底 部破片資料で、 木葉痕 を観察で きる 。 胎土中 に は少最 の海綿骨針 が含

ま れて いる ，

（註 1 )宮城県 多賀城 跡調査研究所 「 多賀城 跡 政庁 跡 本文編J 1982 
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溝 覧 表
遺構番号 断 面 検出面 方向 長さ(m) 上幅{cm) 底面積(cm) 深さ (cm) 出土遺物 土層注記

1-L =2.300m i 

S D -699 

疇
地山面 N-55'- W  5.4 30-60 20-30 5 県褐色砂質土

1-L =2.400m 
S D - 701 地山面 南 北 3.8 40 24 10 I .  褐灰色粘質士

S D -702 地山面 南 北 4.4  40 25 12 2. 掲灰色粘質土

トL =2.300m-l 

S D -705 璽言 地山面 N-28'-W 5.1  30-40 15-20 2 - 6 黒褐色粘質土

トL =2.200m -I 
S D-706 

重 地山面 N-42'- W  8.5 36-96 24�52 3 - 7  黒褐色砂質土

1-L =2.400m -I 
S D-707 地山面 E-5°- N  7.3 65-85 35-65 2 - 7  

土師器杯
黒褐色粘質土

翫
土師器甕

f--L =2.400m-t 

S D-708 

翫
地山面 東 西 5.7 30-50 22-28 5-10 土師器甕 黒褐色粘質土

L =2.400m I- -I 
S 0-711 地山面 E-4(1'- N  2.3 24-30 16-23 2 - 4  黒褐色粘質土

言言
L =2 . 400m I- -l 

S D -712 

詈『
地山面 E -24'-N 1.6 10-16 6-12 2 � 3  黒褐色粘質土

L =2.500m ト -l 

S D-713 

言言
地山面 E - 1(-N 1 . 1  16-18 6 - 8  2 - 3  照褐色粘質土

L =2.400m ト
I. 黒褐色砂質士

S D -714 

冒言 地山面 N -2t-W 1 .4  18-32 12-20 4 - 6  
2. 黒褐色粘質土

L =2.300m I- -l 

S D-715 

言
地山面 N-3:,-W 1 .4 5 -24 2�10 2 � 3  暗灰黄色砂質土

0 SO(cm) 

I I I I I I 20 



L =2.300m ト -l 
S D-716 

冒
地山面

L=2.400m ト 4

S D-717 

冒
地山面

L=2.400m I- -l 
S D -718 

筐
地山面

L=2.300m ト -f 
S D - 719 

掘 り 石〗冒
地山面

L=2.300m ト ., 
S D -720 

言
地山面

f-L=2.400m -l 
S D-721 疇 地山面

トL=2,300m ., 
S D - 722 

言
地山面

L =2.300m ト � 
S D - 725 

言
地山面

トL=2.400m--i

S D -727 

言
地山面

S D-728 員 地山面

L=2,400m SD706 S0732 
S D - 732

重置厨三冒
地山面

S D -733 直冒
L =2.200m ト -I 

S D-734 瓢
0 SO(cm} 

21 I I I I I I 

地山面

地山面

E-3'!-N 1 .3  12�22 6 - 8  2 - 3  
I. 盤褐色枯質士
2. ＂ 

I. 黒褐色砂質士
N-3たE 1.6  10�18 6 -10 2 - 5  

2. ＂ 

E-41°-N 1 .6  10-20 6�12 2 - 3  県褐色砂質土

N-8°-E 1.9 10�34 6-16 2 - 5  灰褐色砂質土

N-30'-W 0.78 14-24 8 -20 2 � 4  黒褐色砂質土

N--4Cf- W  1 .7  43-62 38-48 3 � 8  黒褐色粘質土

W-4S'- N  0.6 52-70 44-62 2 - 9  黒褐色粘質土

N-: 窃-E 4 . 4  12-22 6-10 2 - 3  黒褐色粘質土

東 西 3.3 20-34 12-25 s�10 土師器杯 褐灰色粘質土

I. に砂黄麟
N - l<J' -W 4.6 35-120 25,-.,35 5 �15 

土師器杯
2. 褐灰色粘質土

土師器甕
3. 掲灰色粘質土

N -3f-W 8.7 76-110 62-88 4 "'10 黒 色 砂 四 土

W-4�- N  4.8 34-104 24�64 5 -- 9 黒褐色砂質土

E-31—J\ 1 .3  12-22 6 - 8  2 - 3  黒褐色粘質土



S D-735 

S D-739 

S D-740 

S D -743 

S D-744 

S D-745 

S D-747 

S 0-748 

S D-749 

S D-750 

S D-753 

S D - 754 

S D-756 

L =2.200m ト -j 

言
冒町） す ぎ

トL=2.400m -i 

翫
卜 L =2.400m --j 

疇
ト L =2.200m -j 

言
1-L =2,200m -j 

言
ト L =2.200m 1 

疇
ト L =2 .200m 寸

言
ト L =2.400m -j 

奮
5� 1=rj'

'●9 

ト 2
L =2.200m」

ミ 1

璽
S D-753 S D-750 

L-2.200m 量蘊
L=2.500m 1- -I 

麟
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地山面

地山而

地山面

地山面

地山面

地山面

地山面

地山面

地山面

W-4'!-N 0.9 24-28 12-16 2 � 4  黒 色 砂 行 土

N-5° -E 1 .9 50-65 25 10-15 褐灰色粘質土

N-1炉E 3.4 45-55 10�25 10 褐灰色粘質土

N-6°-E 3.9 20---38 10-14 4 - 5  黒褐色砂質土

N - 35'-E 4.7 28�60 16-34 4 - 6  黒褐色砂質土

N-40'-E 2.6 32-40 12---22 4 -.... 6 黒褐色砂質土

N-39'-E 3 . 1  42-60 22-40 5 � 7 黒褐色砂質土

E-42"-N 2.9 23-42 12-26 2 � 7  黒褐色砂質土

I.  黒褐色砂質土
2. 鼎 褐 色 砂

蛇 行 32.5 76--108 38�70 8 �32 3. 欝 色 砂 質 土
4. 黒 褐 色 砂
5. 鼎 色 砂 質 士

E-4f>-N 4.6 34-60 18-46 2 � 8  1. 熊褐色砂質土

左カープ 4.6 6 -38 4 -24 2 - 4  2. 黒 色 砂 行 土

E-3S-N 4.8 16�34 6 "'18 4 - 8  黒褐色砂質土

N-40'-W 
4.9 6 -48 3�18 3 --..12 黒褐色砂質土

距tに正交
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トL=2.400m ., 
S D-757 1 麟瓢鵬1 1 地山面 I E -'JJ!-N 10 

1--L =2.400m -; 

S D-761 1 疇� I 地llJ面 に 西 3.3 

S D -762 I 叡�斧 1 地山面 I E-40'-N 1 .3 

I-L =2 .400m-j 

S D-766 I 鵞 I 地山面 1 南 北 I 2 .5 

S D - 767 1 � ー
曇冒
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I
E-1炉s 1 . 1  

← L =2. 400m -, 
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冒
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23 

断 00 険出面
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平面形 11'£舒

Iり形 42 

探さ
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I 地山面 I W-4<f- N I 2.5 

I L-m下 I N-40'-E I 3.5 

L-ill下 右カ ープ

L-ID下 W-4Cf- N  

IH十退t物 士 層 注 記

な し
1./.tt褐色粘質.t.

2. 黙褐色粘質：t

7.6 

8.5 

遺構蓄9

�-, ト2

i 10s-126 I 56-78 I 6 - 9  I 1
1. 黒褐色砂質士
2. 

90-120 
1

30-60 10-15 
I

褐灰色粘質土

40 25 10 I I 黒褐色粘牧土

I so-7。 I 25-35 I 15 I 1
1 .  灰黄褐紐土
2. 黒褐色質土

I. 黒褐色粘質土
25 

I 
10 

I 
15 

I 
(S X -687暉師

火山灰を含む）

I 3o-10 I 20-60 I 5 I 褐灰色砂質土

I 25-35 I 15-35 I 10 I I 褐灰色粘質土

35-45 25-30 10 褐灰色粘質士

50,-..,90 25-50 10 丸
瓦 l褐灰色粘質土

2. 黒褐鱗質士

断 面 険出頂i 平面形 旺径 深さ 出七遺物 J: M 注 記

I-L=2.200m-l 

冒
地山面 円形 ,12 21 J: 師器）；• 褐灰色粘i:



土 壊 覧 表
遺構番号 断 面 検出面 I 平面形 I 長軸(m> I 短軸(ml I 深さ (cm) I 出土遺物 I 土層注記

f---L =2.SOOm -I 

S K-643 地 山 面 I 隅丸長方形 I 1 .7  0.7 10-15 I モモの種子 I 褐灰色粘質土

|— L=2.500m ---t 

�
I 地 山 iii l 隅 丸 方 形 I

I 土 師 器 片

S K - 692 I 雛 1.35 1.35 50 I 須 恵 器 杯 I 灰色粘土質土

I 鉄 滓

1-L =2.500m -; 

S K - 6951 
・ー ー

、 地 山 面 隅丸長方形 1 0.7  20 I 褐灰色粘質土

トL=2,400m -l 

S K -696 地 山 面 I 楕 円 形 I 0.9 0.75 3
 

褐灰色粘質土

トL=2.500m , 

S K-700 地 山 面 I 隅 丸 方 形 I o.9 0.83 8
 

鼎褐色砂質土

ドーL=2.300m -I 

L - m I 円 形 I 1.3 1.3 20-30 
土 師 器 杯

I
暗青灰色粘土

土 師 器 甕 代 土
S K-737 

I--L =2.400m � 

S K-746 
地 山 面 ＇ 

杓i 円 形 I 1.2s 0.61 10-20 灰 色 粘 質 土
L - III 

0 50(cm) 
I I II I I 24 
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6 .  C地区
こ の地区は丘隆末端部にあた り 、 地山面の標高は 、 3.3mでその面か ら掘立柱建物跡と 思われる 1 棟を発

見 し た。

· S  8 - 758掘立柱建物跡

調査南端部の地山面で、 南北4間、 東西3間及び 2間の柱列 を検出 した。 西側に建物が さ ら に延びる可

能性が あ る た め 、 こ こ では東西棟建物 と 考え て お き たい。 建物の方向は東側柱列でみる と 、 北で西に約 1

度傾 く 。 桁行については 、 北側柱列が総長約1.81m以上、 柱間が 、 西から約0.9m ・ 約0.9mである 。 南側

柱列は、 総長約3.7m以上で柱間は東から約1 . 7m ・ 約1.4m ・ 約O.Smである 。 梁行は東側柱列で総長3.58m 、

柱間は北から約0.9m ・ 約0.9m ・ 約 l m ・ 約0.8mである 。 柱穴堀 り 方は 、 ほぼ正方形で一辺14.....,33cm、 深

さ は 、 確認面か ら 2cmか ら36cmである 。 埋士は 、 黄褐色土を含む黒褐色土である 。 遺物は出土していない。

E-125 
I 

E -128 
I 

�98 

00 『 ゜

）ヽ
E-131 

I 
N - 98 

�110 

N-95 

N-104 _,_, 

一 ゜ 2 m  I N-9
2 

凶二9
2

第32図 S B-758建物跡遺構図

E-126 E-132 E -138 
10(m) 

B L =3.200m ゜ 5
 

S B-758建物跡北側柱列断面図
第31図 C 区全体遺構図

• L =S.200m 
A ' 

3 4 

第33図 C区土層堆積図

0 1 2 Cm) 
1·1 I 1 .. 1 I ---j 

層 位 色 調 土 質 特 徴
I 黒褐色O(MM) 砂 酸化鉄を含む
2 オリー ブ黒色(5YYJ) 粒 酸化鉄を含む
3 黒褐色0(MG'2) 砂 地山粒、 炭化物を含む
4 黒褐色(2.5)3/]) 粘演土 胆山粒、酸化鉄を含む

27 



雷
遺虞 ·""' 壮 面 浅 "' など 漏 ， u径 庄せ ＂ ．゚ 図版No

B区 l-1 ‘“ • 内）ヘラミJfキ ー思C処鍔 IIU) 
B区 L· l  （外） 0 ク ロナデーi拿郎・ ド蝠～迂謳悶辺 ： 回転ヘラケメリ （内） 0 ク 0 ナデ (8.9) Vi 

（底）"'"糸切り
B区 l- I ·- · 内）0ク 0ナデ ロ絵先嬬に段が付く
B区 l- 1 （外)+'行"ilt!IJ (内J半分位の面囲に孜って光沢が付き黒っぼく変色 R-35 
B区 L- 1  R-5 
B区 L - m  14'1

.
I Qク 0 ナデ喩 手打ちヘラケズリ （内；ヘラ ミ ガキー,!Ill!,迅坪 (II 1) 17.2) ·cus R-17 

底）め減のため切り
7 土幻Z・ 甕 B区 L -m （外）ハケメ （内）マ の不明 庄）木葉霞 (6.2) 
I士瓢笞 ・ 杯 B区 L-m （外）体郷一体郷下置 ． ラケズ リ （内）岨減のため,f,IJI (壼）鰐誡 底郷に置苫 H 

のため切り疇し不明 (Ul R-26 

濯
甕 B区 L-lll I外)U誡： ヨ コ ナァ. II'謡 ： ヘ ラ ミ ガ-キ

り●
●
:::
UIJ

: ペ
（内辺

ラ

）瓢ヘ
播
汀

き

ラ\
1

ミ
さl 

ガキー烹色処唇 面凶廿針を含む R-19 一
・ 聾 B区 L• 田 ，^ ‘内） ロ ク ロナデ （底）回転条切り らヘラグスリ CU) R-18 S·2 
• い B区 L- ID <外 ・ 内） ロ ク ロナデ ばEl回伝ヘ ラ切 (7.0) R-2S 5 -5 
・ 杯 B区 L- ID （外）0 ク ロ ナデ一体昴下部 ' lf'狩らヘフケ ズ リ （内）0ク 0 ナデ 火ダスキ碩 05.0) (8.0) 3. 7 R•li 

（底）l<'!lz: ヘラ切り
13 須息公 ・ 杯 B区 L - m  （外 内） 0 ク ロナデ （底）予持らヘラケズリ ． 切り鑓 し不哨 R·H 5-10 
＂ 須-�� ・ 真hit杯 B釈 L - lll  （外） 0 ク ロナデ． 体祁下濃 日転ヘラケズリ （内） C クロナデ A&祁分に2条の洛 (7.0) 
IS 須翌苔 · If B区 L- m  は ・ 内） 0ク 0ナデ （庇）U転糸切り ？ 庇撼にエ,11,/li? R-20 S-9 

16 須乏苔 ・ 杯 B区 L・m “ • 内） 0 ク 0 ナデ （庄）l'!IEヘラ切り (Iヽ O) 3.S l 3 RーI I 5· ヽ

17須名C・ Z台fク杯 8区 L-m （外 ・ 内） ロ ク 0ナデー （底）回に糸切りー0 ク 0 ナf (15. 8) (9. 8) (6 4S) R -SZ 5-6 

18 1/1芝五 ・ 杯 B区 L- m  （外） 0クロナデー体部下J'il " 手符ちヘラ グズ,, (和D ク ロナデ (UJ R- 1 3  S- 8  
(Elff』 I:糸切りー'f-1'!ちヘラケズリ

19 須厄Z ・ f·t B区 t-m （外） 0 ク 0 ナデ 体謁下キー底謁 ： 回転ヘラケズIJ (内）0ク 0ナデ (13. 0) (9 0) (3. 4) R· IO 
20須ll!lli・ 尼手付O B区 L•m 友面釉＂がれ蔭ち R•28 5- 1 
21 須忠 lli · ili B区 L-m (12. 4) R-21 
22 'I'瓦 B区 L -m 凸面）縄叩きITT叩きtl>l<つぷhぎみ） （凹llil).lfi日なし1IB1JI . は作り 政 0 1111か田問
Z3 Jt嗣 B区 L· 町 石t.t : J<l'li R-9 <·J 1 

B 区 堆 積 層 出 土 遺 物 観 察 表 )If. 位 ： 皿 ( ) は推定位

恥． N, Ill -- 苫 OO 珂 ヨなど 鰤 考 n径 虹径 店高'"員... 図版�.
1 土邸臼 ・ 杯 B区 馳ttld● ( 篇�la: @l転ヘラヶズリ 内）ヘ ラ ミ ガキー月色処鍔 17.0) 

（底 切り耀し不明
・ 邊 B区 地.�面 外）ナ デ （内）ヘラナデ (4)木集縦 油綿膏針 (1.0 
・ 央 B区 地1lliili l外）平行叩きi.,沿ナデ （庄）不明 (20. 0 R-22 
． 杯 ISJ-152 H （外 • pj) D ク Dナデ (Iii)回伝糸切り

識”
(U R-Z4 6-7 

s ． 杯 S0-640 I一l ,,_,a ク01"デ （内） ヘ ラ ミ ガキ-J!l.色氾撹 (II 6) 
6 S1r6l0 J-J （凸面）鋭格十叩會日 （凹面）布R一讚位糸切り隕
7 ・ 杯 S0- 611 1-Z 外） 0 ク 0ナァ 内）ヘラミ ガ キー烹色処.l'1. (I . Z) 

・ 翌 SD-70ヽ 環土 （外）冑illtのためィ明 （内）ヘラナ デ ぼJ木葉頬 (8. 0) 
・ 聾 so-·101 1- Z （外）

n縁 ： ヨ コナデ•

） 

•一体（（
（

C

旺底
既
•忍

ク

●））
）
● 回l

回

0

.. •：

I
.ハ転
E転

ナ

..一ヘケ3糸

ァ

; I内）a� : ヨ つナデ
1-30 6•3 

I ． 杯 S0-70ヽ Iー2 （外 ・ffl0 ク 0ナデ 切り (7.9) 
1 ・ 杯 S0-704 1-2 （外 ・ 内） 0 ク 0ナデ ラ切りーヘラl1iき r+1 (14.2) 1. 8 1.0 R- 2 s-5 
I • 切 S0-70ヽ 1-Z '-· 内） 0ク ロナ― チ而 ラ切り ？ Cl4.0 (8.2) (3. 7 R- 1 
1 • 裏台付杯 SD-7閲 l•I （外）0ク 0 ナデ ー体部'l'-.11:邸へう ミ ガキ 01 . 0 8-9 
Iヽ ． 杯 S0-710 1-1 O ・ 内） 0 ク 0 ナ デ 口豪先蟷1こ段が什＜
IS · ii' S0-73ヽ H （底）回転ヘラ切り ？ 内面に沿付必 1•?7 6 -6 
16 - � S0-719 l•l （外 ・内）0ク 0ナデ 00回に名切り IIG <l 7. 5 -<. 7 ·- 、
17 ・ 甕 SD-749 1 -1 （外）0 ク ロナ

―
デ 改状文． 条線 （内） 0 ク ロナデ Rペ

18 ． 訥 $1}-74' 墳上 '"" 14.2 蝙t :O )j'さI. I 6-9 
S0-112 瑾+. （凸西）平行''IIき 目 （凹面）布Hー一 郷ナデ 1/;+.原をe作り 政Ji'IJIII 偏緯骨It

・ 甕 1•694 壇士 （外）0 ク ロ ナ デ ． ナ デ 体謁 F学 ：手『9ちヘラグズ'! (内）0 ク 0ナデ I 01. 6> R-3 
, .. 切り鴫し1渭i

B 区 地 山 面 遺構 出 土 遺 物 観 察 表

V .  ま と め

ここでは、 発見した 主な遺構の年代につい て検討 し てみる 。

A 区

S D-631、 S D-632、 S D -633、 S E -634について検討する。 遺構面を覆っている L - Il層については 、

灰 白 色火山灰 をプ ロ ッ ク状に含ん でいるこ とから 、 10世紀前半以降に堆積した層 と考える 。 S D-631では、

出土した土師器甕 をみる と 、 4 点 （第11図 6 、 7、 9 、 10) 出土しているが 、 いずれも非 ロ ク ロ調整であ

り 、 小型甕の底部には木葉痕が残っている。 また 、 器形につい ては 、 体部最大径は上半部近くにあり 、 9

には ヨ コ ナデによって頚部に段がついている。 須恵器杯 （第11図 5 ) をみる と 、 底部が回転ヘラ切りの無

調整 であり 、 口径に対して底径が比較的大きめ である 。 以上のよ うな遺物の特徴は 、 多賀城跡で出土した

8 世紀末から 9 世紀前半の年代が与えられている土器と 類似している 。 このこ とから 、 本溝が 8 世紀末か

ら 9 世紀前半に機能していた と考えられる。 S D -632からの出 土遺物は 、 土師器杯 （第11図11) 1 点のみ

である 。 この土師器杯は体部 下半から底部にかけて 回転ヘラ ケ ズ リ 調整 を施したもの である 。 また埋土に

灰 白色火山灰 を含むこ とから 、 この溝の年代は 、 10世紀前半以前であったものと推定できる 。 S D-633は、

遺物は出土しなかったが 、 埋土に灰 白色火山灰が含まれているこ とから 、 10世紀前半以降には機能は停止

し ていたもの と思われる 。 S E -634は 、 遺物の出土がなかったが 、 重複関係より S D-631よりも新しいも
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のであり、 L - Il 恩に覆われていることから 、 9 世紀前半か ら 10世紀前半以前の遺構とみ られる。

B 区

先に 、 主な遺構の重複関係について整理する 。

S D723 ( 

S D703 、
L 

S D729 ー S D751 - S D 704 ー S D640 ー ' - S D 641 - S K 643 [iJ S D720 - S D719 S D698 

S D 735 _.,, 
S D699 

)- S D 701 - S K694 
S D 702 

S D756 
)- S D 761 

S D762 

L - ID層については 、 灰 白色火山灰を含む L - II層に覆われていることから 、 おおむね10世紀前半頃を下限

年代と考える 。 S D-641は 、 灰 白色火山灰を埋土に含むS D-640より新しいこと 、 遺構埋土中に赤焼き土

器が入っていたことから 、 10世紀前半以降に機能していたといえる 。 各迫構及び堆積層から出土した土師

器の杯については 、 全 て ロ ク ロ 調整のものであることから 8 世紀後半以前には遺構年代は遡 らないと考え

る。 埋土に灰 白色火山灰を ブ ロ ック状に含む遺構 ( S D-640、 S D - 698、 S X -687) については 、 10世紀

前半以前に機能していたものと思われる 。 また S K-694は 、 遺構埋土中に中世陶器片が入っていたことか

ら 、 中世以降に埋没 したと考え られる。

L - Ill層の一部から 、 イ ネのプラ ン トオパールが検出されたことから 、 この層が水田の可能性のあるこ

とを示している。

C 区
掘 立柱建物の年代については遺構内からは出 土遺物が皆無であったため 、 決定することができなか った 。

また 、 遺構を覆う堆積恩についても現代の盛土を施していた地域であり遺物も 出 土しなかった 。 このため 、

建物跡の年代については不明である。

1 .  本調査では 、 全調査区で掘立柱建物 1 棟 、 竪穴住居 1 軒、 溝60条 、 小溝16条 、 土塙10基 、 井戸 1 基 、

ピ ッ ト 2 基を発 見 した 。

2 .  古代の遺構については 、 8 世紀末から 9 世紀前半の年代のものを発 見 した 。 灰 白色火 山灰を埋土に含

む遺構については 、 10世紀前半以前に機能 していたものである。 中世の遺構については 、 土塙を発 見 し

た 。

3 .  L - III層から 、 イ ネのプラン ト・オパールが検出されたことで 、 この層について水田の可能性があるc

く参考文献＞

白鳥良一 「多賀城跡出士士器の変遷」 宮城県多呟城跡調査研究所 「研究 紀要vn」 1980 

宮城県多賀城跡調査研究所 「多賀城跡第 60次 · 61次調査」「宮城県多袈城跡調査研究所年報 1991」 1992 
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VI. 多賀城市、 市JI(橋遺跡21次調査における プラ ン ト ・ オパール分析
株式会社 古環境研究所

1 .  はじめに
植物珪酸体は． ガラ スの主成分である珪酸 ( S i 0 2 ) が植物の細胞

内に寄積したものであり 、栢物が枯死した後も微化石（プラ ン ト ・ オパー

1v) と な っ て土壌中に半永久的に残っていな プラ ン ト ・ オパール （植
物珪酸体） 分析は． この微化石を遺跡土壌などから検出し ． その組成や
量を明らかにする方法であり ． イ ネ を は じ め と す る イ ネ科栽培植物の同
定および古楢生 · 古環境の推定な どに応用されている．

市川橋遺跡21次調査の発掘躙査では.A地点と した湿地屈の一部に水
m 跡 と み られる土庖が認められた。 そ こ で、 A地点では稲作跡の探査を
目 的 と してプラ ン ト ・ オパール分析を行 う こ と になった。

2 .  試料
調査地点は. A地点である。 分析試料は以下 の と お り で あ る．

A地点では、 褐灰色粘土層 よ り No. 1 . No. 2 ,  地 3 の 3 点が採取された．

3 .  分析方法
プ ラ ン ト ・ オパールの抽出と定量は． 「プラン ト ・ オバール定董分析

法 （藤原, 1976), を も と に 次の手船で行った。

1 ) 試料土の絶乾 (105℃ · 24時間） ． 仮比頂測定
2 ) 試料土約lg を秤量、 ガ ラ ス ピーズ添加 （ぼ径約40 µ m , 約0.02 g )

※霜子分析天秤 に よ り 1 万分の1 g の精度で秤量
3 ) 堪気炉灰化法に よ る 脱有機物処理
4 ) 超音波による分散 (300W · 42K H z · 10分間）
5 ) 沈底法による微粒子 (20 µ m以下） 除去． 乾燥
6 ) 封入剤 （オイ キ ッ ト ） 中に分散． プレバラー ト作成
7 ) 検鏡 ・ 計数

検鏡は． お も に イ ネ 科植物の機動細胞に 由 来するプラ ン ト ・ オバール
（以下． プラ ン ト ・ オバールと略す） を同定の対象 と し、 400倍の侶光

顕微鏡下で行った． 計数は、 ガ ラ ス ピーズ個数が400以上になるまで行っ
た• これはほぽプレパラ ー ト 1 枚分の精査に相当する。

検鏡：結呆は、 計数値を試料 l g 中 の プラ ン ト ・ オバール個数 （訳料 1
g あ た り のガ ラ ス ピーズ仰数に 、 計数されたプラ ン ト ・ オパール と ガ ラ
ス ピーズの飼数の比率を釆じて求める） に換算して示した• また ． お も
な分類群についてl:t. .::. の値に試料の仮比頂 (1.0と 仮定） と各槌物の
換算係数 （機動細胞珪酸体1 個あたり の植物体乾頂． 単位 ： 10- 5 g )  
を乗じて． 単位而積で層序 l cmあたり の植物体生産量を算出した。 換算
係数は． イネは赤米 (2.94, 種実政は1.03). キピ族はヒエ (8.40〉 ．

ヨ

シ 属 は ヨ シ (6.31). ウシクサ族はススキ (1.24). タ ケ 亜科については
数種の平均値 (0.48) を用いた （杉山 • 藤原. 1987)。

4 .  分析結果
稲作跡の探査が主 目的であるため、 同定は． イ ネ 、 キ ピ族 （ ヒ エ な ど

が含まれる） 、

ヨ

シ属． クケ亜科、 ウ シ ク サ族 （ススキやチガヤなどが
含まれる） の主要な 5 分類群を中心に行った．

採取さ れた試料すぺてについて分祈を行った結果、 イ ネ、 キど族、 ヨ
シ屈、 ウ シ ク サ 族． クケ亜科の各分類群のプ ラ ン ト ・ オバールが検出さ
れた。 これらの分類群について定量を行い． その結果を表 1 に示した．

また ． 主な分類群について は巻末に顕微鏡写立を示した• 以下． 各地点
における検出状況を記す。

1 )  A地点
本地点では、 イ ネ、 ヨ シ属會 ウ シ ク サ 族、 タ ケ亜科のプラ ン ト ・ オパー

ルが検出された• こ の う ち ． イ ネ はすぺての試料よ り検出された。 No. I 
とNo.2では高い密度である拿

ヨ

シ属はNo.2 と No.3で検出 されたがいずれ
も低い密度である。 ウ シ ク サ族はNo. 1 とNo. 2 で 検 出 さ れたがいずれも低
い密度である． ク ケ亜科はすぺての試料 よ り 検出された。 密度はいずれ
もやや低い値である。

表1 111111膚遺鶏U次翼憂のプラ ン ト ・ オバール分折組景

険出密度 （皐位 ； )( JOOll/g) 櫂定主覆量 （皐位 ： 11&/al・a,)
イ ネ
（イネIll)

キピ績

2.0. 1.87 0.82 

0. 71 0.85 0.29 分 戴 ＂ ＼ 試 以
イ ネ
キピ裏
ヨシ·
ウシクサ藁（ススキ●なと）
タケ憂科（おもにネザサ戴） 63 9ヽ 3S 

19 : 111 ;;;:��:::::::!::: �:; ::: 

5 .  考察
( I ) 稲作の可能性について
稲作跡 （水田跡） の検証や探査を行う場合、 仙台平野では、 イ ネのプ

ラ ン ト ・ オバールが試料1 g あ た り およそ3,000個以上の密度で検出さ
れた場合に 、 そこ で稲作が行われて いた可能性が店い と判断し ている．

また、 プラ ン ト ・ オパール密度にピークが認められれば. _ I::  層から後代
のものが混入した危険性は考えに く く ． 密度が茎準値に満たな く て も稲
作が行われていた可能性が高い と 考 え ら れる•以上の こ と を基 準 と し て．

各地点ごと に稲作の可能性について考察を行う 。

1 )  A地点
本地点では分析を行った 3 ヶ 所すぺてにおいてイ ネのプラ ン ト ・ オパー

ルが検出された． こ の う ち． 池 1 とNo.2ではプラ ン ト ・ オバール密度が
7,000個/g 弱 と 店い佃である。 ま た . No.3 で も3,000個/g弱 と高い値で
ある。 したがって、 本層準については耕作屠であった可能性が高いと考
えられる．

( 2 ) 稲籾の生産総量の推定
ここでは． 耕作層の可能性が店い と判断されたA地点 の 3 試 料 を も と

に、 それぞれの地点における稲籾の生産総量の算出を試みた•その結果、

面積10 a (一反） あたり に換算する と . A地点では8.3 t と推定された。

当時の稲籾の年間生産量を面積10 a あた り 100kg と し 、 稲藁がすべて水
田 内 に還元されたと仮定す る と 、 A地点では約80i臼音作が営まれていた
と推定される．

なお． 生産総量の算出に使用された平均庖厚は. A地点では15cmである。

6. ま と め
市JII橋遺跡第21次調査においてプラ ン ト ・ オバーIレ分祈を行い． 稲作

の検証ならびに稲作跡の探査を試みた。

その結果. A地点ではすぺての試料からイ ネのプラ ン ト ・ オバールが
検出され、 密度の平均値も5,000個/ g 以上と高いこ と か ら． 本地点につ
いて も稲作跡である 可能性が高いと判断された．

文献
杉山其二 • 藤原宏志 (1987) J I ( 口 市赤山陣屋跡遺跡におけるプラ ン ト ・
オパール分祈． 赤山一古柔境編ー. JII口市遺跡調査会報告. 10. P .281-
298. 
藤原宏志 (1976) ブラン ト ・ オパール分析法の基礎的研究 (I) ー数種
イ ネ 科栽培植 物の珪酸体探本と 定量分析法ー． 考古学 と 自 然科学. 9. 
P 15-29. 
藤原宏志 (1979) ブラ ン ト ・ オバール分析法の基礎的研究 (3) 一協岡 ・
板付遺跡 （夜臼式） 水田お よび群馬 ・ 日 店遺跡 （弥生時代） 水田におけ
るイ ネ(O.sativa L.)生産総量の推定ー． 考古学 と 自 然科学, 12, P 29-41. 
籐原宏志 • 杉山只二(1984)プラ ン ト ・ オバー ル分析法の茄硫的研究(5) 
ブラ ン ト ・ オバール分析によ る水田址の探査ー． 考古学と 自然科学. 17. 
P 73-85. 

ウ
シ
ク
サ
族

ヨ

シ
属

イ
ネ

タ
ケ
亜
科

タ
ケ
亜
科

ウ
シ
ク
サ
辰

ヨ

シ
属

イ
ネ

No. I  

ぬ2

No.3 

i•O.I万●I、未濃

0 I万●Iヽ一
検出密度

l•O.lkg/al•c●未蠣

O 2.Sk&/al・C●一
措定生匿量 （王な分類群）

図 I A地点におけるプラ ン ト ・ オバール分析結果
※主な分類群について表示。
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A 区 S 0633埋土
堆積状況

B区西側全景
（北側 よ り ）

B区西側遺構
掘 り 下 げ状況
（北側よ り ）
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B区東側
S I 752住居跡
検出状況
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完掘状況
（北西側 よ り ）
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1 . 土師器 ・ 杯

2 .  土師器 ・ 甕

3 .  須恵器 ・ 杯

4 a .  須恵器 ・ 杯

4 b .  須恵器 ・ 杯

5 .  須恵器 ・ 杯

6 .  須恵器 ・ 甜台付杯

7 a .  須恵器 ・ 把手付壺

7 b .  須恵器 ・ 把手付壼

8 .  須恵器 ・ 杯

9 .  須恵器 ・ 杯

10. 須恵器 ・ 杯

11 a .  丸靭

11 b .  丸輌

物
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1 .  土師器 ・ 甕
2 a ,  土師器 · 甕
2 b .  土師器 · 甕
3 .  土師器 ・ 甕
4 a .  須恵器 ・ 杯
4 b .  須恵器 ・ 杯
5 a .  須恵器 ・ 杯
5 b .  須恵器 ・ 杯
6 .  須恵器 ・ 杯
7 .  須恵器 ・ 杯
8 .  須恵器 ・ 杯
9 .  木製品（柄）
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